
【 募 集 定 員 】 　５０名（現在、三重県内の国公私立学校および幼稚園に勤務している者に限る）

　三重県教員免許状更新講習連絡協議会必修講習「　教育の最新事情　－三重県の教育課題から－　」　　平成２７年８月１日（土）・２日（日）

【 開 催 日 時 】 　平成２７年８月１日（土）・２日（日）　９：００～１６：４０

【 募 集 期 間 】 　平成２７年４月１５日（水）～４月２８日（火）

【 開 催 日 時 】 平成２７年８月１日（土）　９：００～１２：２０ 【 開 催 日 時 】 平成２７年８月１日（土）　１３：２０～１６：４０

【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 教師に求められる資質・能力 【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 教育の最新事情　-こどもの発達と特別支援教育-

【 受 講 料 】 　１２，０００円

【 会 場 】 　三重大学

【 備 考 】

【ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ】 三重県教育委員会事務局人権教育課市町支援班班長　原　裕 【 ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ】 三重県教育委員会事務局特別支援教育課特別支援教育班課長補佐兼班長　早津　俊一

【 担 当 講 師 】 高田短期大学子ども学科助教  寳來 敬章 【 担 当 講 師 】 鈴鹿短期大学教職GL こども学専攻助教　長澤　貴

【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 教師の役割、専門性、子どもの社会 【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 特別支援教育、発達、発達障害、カウンセリングマインド

【 講 習 内 容 】 本講習は、制度的側面や社会的側面から教師に求められる資質・能力、専門性とはどのよ
うなものかについて理解を深めることを目的としています。全国的な動向だけでなく、三
重県の状況を概観することや「子ども社会の構造」を手掛かりとして、学校及び教師の役
割について考察します。また、日常的に児童・生徒と関わる経験をしている受講生同士の
ディスカッションを通して、現職教員の文脈から教師の役割や子どもの特徴・課題などに
ついても議論したいと考えています。

【 講 習 内 容 】 三重県における特別支援教育の現状と課題について知るとともに、こどもの発達について
発達心理学を元に新しい知見を得る。

【 持 参 物 】   特に指定しません 【 持 参 物 】 　特になし

【 試 験 】 筆記試験 【 試 験 】 筆記試験

【 備 考 】 【 備 考 】

【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 教育対策の動向についての理解 【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 「つながり」を重視した教育活動と授業実践

【 開 催 日 時 】 平成２７年８月２日（日）　９：００～１２：２０ 【 開 催 日 時 】 平成２７年８月２日（日）　１３：２０～１６：４０

【 担 当 講 師 】 皇學館大学現代日本社会学部教授　新田　均 【 担 当 講 師 】 三重大学教育学部附属教育実践総合センター教授　須曽野　仁志

【ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ】 三重県教育委員会事務局小中学校教育課小中学校教育班課長補佐兼班長　萬濃　正通 【 ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ】 三重県教育委員会事務局子ども安全対策監　山口　勉

【 講 習 内 容 】 【 講 習 内 容 】 授業や教育活動を、どのように設計・開発・実施・評価していくかは、教員・教育関係者
にとって、大きな課題である。現在、学校園内外との連携協力を進め、その「つながり」
を教育実践にどう生かしているかが重要となっている。欧米では、インストラクショナル
デザイン（ＩＤ）という分野が注目されている。本講習では、「コミュニケーション」
「連携」「地域からの発信」「授業デザイン」をキーワードに、ＩＤの知見を紹介しなが
ら、地域や学校の特徴を生かした教育実践の進め方を考えていく。さらに、三重県での教
育課題（地域や教育関係機関との連携）を取り上げ、教育の最新事情についても学ぶ。

①.教育基本法改正の経緯
②.新教育基本法の骨子および関係教育法令の主要改正点
③.改訂学習指導要領要点と三重県の教育課題

【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 教育基本法、学習指導要領 【 キ ー ワ ー ド 】 コミュニケーション、連携、地域からの発信、授業デザイン

【 試 験 】 筆記試験 【 試 験 】 筆記試験

【 持 参 物 】
　特になし

【 持 参 物 】
　黒のサインペン１本

【 備 考 】 【 備 考 】
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